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編集人  1寸 松 貴 彦
(77期 )

平
成
二
十
年
度
関
東
同
窓
会
総
会
・懇
親
会
を
開
催
し
ま
す

キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
の
総
帥
、
加
藤
氏
が
講
演
し
ま
す

記

日
時
　
七
月
四
日

（金
）
午
後
６
時
よ
り

場
所
　
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町

一
の
四
の

一

（竹
橋
合
同
ビ
ル

・
旧
竹
橋
会
館
）

電
話
　
０
３
１
３
２
８
７
１
２
９
３
２

十
階

「瑞
宝
の
間
」
と

「平
安
の
間
」

懇
親
会
費
　
４
０
０
０
円
八
但
し
学
生
は

一
〇
〇
〇
円
）

年
会
費
の
三
〇
〇
〇
円
は
当
日
受
付
も
致
し
ま
す
が
、

こ
の
会
報
に
同
封
の
振
込
み
用
紙
に
よ
り
ご
納
入
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

議
題
　
一
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度
事
業
報
告
、

会
計
報
告

二
号
議
案
　
平
成
ニ
ト
年
度
事
業
報
告
、
予
算

講
演
　
講
演
者
　
加
藤
萱
康
氏
　
８０
期

キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
帥

代
表
取
締
役
社
長

テ
ー
マ
　
最
近
の
経
済
事
情
に
つ
い
て

（仮
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
別
稿

総
会
、
講
演
終
了
後
は
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。
本

年
は
８６
期
の
当
番
幹
事
の
皆
さ
ん
が
準
備
を
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
多
忙
な
中
、
同
窓
会
の
成
功
を
目

指
し
て
頑
張

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
懇
親
会
の
会

費
は
今
年
も
同
窓
会
か
ら
補
助
金
を
支
出
し
て
四
〇
〇

〇
円
と
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
静
岡
か
ら
恒
例
の
ハ
ン

ペ
ン
、
ワ
サ
ビ
な
ど
の
美
味
し
い
故
郷
の
味
が
届
き
ま

す
。

加
藤
萱
康

（か
と
う
か
ず
や
す
）
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
四
四
年

（昭
和
１９

年
）
１１
月
２４
日
生
ま
れ

一
九
六
四
年
静
高
卒
業

（
８０
期
）
後
、
慶
応
大
学

商
学
部
に
学
ぶ
。　
一
九
六

八
年
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
帥
に

入
社
、
福
岡
支
社
配
属
。　
一
九
八
五
年
海
外
留
学
、
Ｍ

Ｉ
Ｔ
に
て
Ｍ
Ｓ
を
取
得
。
キ
リ
ン
Ｕ
Ｓ
Ａ
副
社
長
、
社

長
を

へ
て

一
九
九
二
年
東
京
支
社

へ
。
そ
の
後
北
海
道

支
社
長
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
取
締
役
。
二
〇
〇
四
年
常

務
取
締
役
兼
常
務
執
行
役
員
兼
酒
類
営
業
本
部
長
。
二

〇
〇
六
年
代
表
取
締
役
社
長
、
二
〇
〇
七
年
七
月
キ
リ

ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
帥
代
表
取
締
役
社
長

地
下
鉄
　
東
西
線

「竹
橋
駅
」
３
ｂ
出
口
直
結

千
代
田
線

「大
手
町
駅
」
Ｃ
２
出
口

都
営
地
下
鉄

「神
保
町
駅
」
Ａ
９
出
口

同
封
の
ハ
ガ
キ
に
恐
れ
入
り
ま
す
が
五
十
円
切
手
を
貼

っ

て
、
出
席
か
欠
席
か
を
、
ま
た
近
況
を
記
し
、
同
窓
生
の

消
息
を
ご
存
知
の
方
は
、
該
当
欄
に
記
入
し
て
六
月
二
十

日
ま
で
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
て
の
送
信
は
、
０
３

・
３
２
５
７

・

０
８
２
０

（関
東
同
窓
会
事
務
局
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

一
局日

ＩＪ
ｒ

ン

会
場
は
好
評
の
た
め
、
昨
年
度
開
催
の
会
場
に
決
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
寄
り
駅
は
地
下
鉄
東
西
線

「竹
橋

駅
」
、
千
代
田
線

「大
手
町
駅
」、
都
営
地
下
鉄

「神
保
町
駅
」

の
ど
こ
か
ら
で
も
徒
歩
で
行
け
る
分
か
り
や
す
い
場
所
で
す

の
で
、
同
窓
生
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

、ヽ
「
―
１
１
，
■
●
―
―

―
●

一
一
―

ノ

Ｆ“随
旧
睡
綱
」

‐
‐
総
会
〓
懇
親
会
ｔ
七
月
四

‐‐日‐

丸 紅

気象庁

KKRホテル東京

共立女子大●
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科 目 予  算  額 決  算  額 増    減 摘 要

年   会   費 1,800,000 1,816,000 16,000 602名

総 会 ・ 懇 親 会 費 800,000 581,000 △ 219,000 146名

会 報 広 告 料 240,000 240,000 12社

本 部 助 成 金 800,000 800,000

受 取 利 息 等 53,039 53,039 銀行利息、総会祝儀

静 中 ・ 静 高 史 6,000 6,00() 2書「

計 3,640,000 3,496、 039 △ 143,961

前 年 度 繰 越 金 5,070,857 5,070、 857
ノヽ

計 8,710,857 8,566.896 ∠L、 143,961

平成19年度 収支決算報告書

自平成19年 4月 1日 ～至平成20年 3月 31日
静中 。静高関東同窓会

(収入の部 )

(支出の部)

平成20年度 収支予算書 (案 )

自平成20年4月 1日 ～至平成21年 3月 31日
静中・静高関東同窓会

(収入の部) (単位

(支出の部 )

総   会   費 1,150,000 1,178,807 28,807

会 場 設 営 費 等 250,000 372,187 122,187

懇 親 会 費 900,000 806,620 ∠L  93,380 152名 (来賓 6名 )

会 報 発 行 費 1,350,000 1,248,319 △ 101,681 年 2回 計 6,600部

印  刷  費 500.000 419,800 ∠L.  80,200

送 料 650,000 643.169 △   6,831

編  集  費 200,000 185,350 △  14,650

役 員 理 事 会 費 等 600.000 579,390 ∠L、  20,610

旅 費 交 通 費 2()0,000 71,620 ∠ゝ1 128,380 本部 。中部支部総会出席

振 込 手 数 料 100,000 58,068 △  41,932 銀行・郵便局
コ ン ビニ振 込 費 等 75.875 75,875 初期費、基本料、接続費

事 務 費・ 通 信 費 等 250,000 275,897 25,897

慶 弔 費 ・ 雑  費 80,000 50,000 ∠L,  30,000 本部・ 中部総会祝儀他

計 3,730,000 3,537,976 △ 192,024

次 期 繰 越 金 4,980,857 5,028,920 48,063
/全、

計 8,710,857 8.566,896 ∠Ll 143,961

科 目 予  算  額 前年度予算額 増    減 摘 要

年   会   費 2,100,000 1,800,000 300,000 700名

総 会 懇 親 会 費 800,000 800,000 200名

会 報 広 告 料 240,000 240,000 12社

本 音|` 助 成 金 800,000 800,000

受 取 利 息 等

計 3,940,000 3.640,000 300,000

前 年 度 繰 越 金 5,028,920 5.070,857 ∠Lゝ  41,937
∠́、

計 8,968,920 8,710,857 258,063

総   会   費 1,150,000 1,150,000 200名

会 場 設 営 費 等 250,000 250,000

懇 親 会 費 900,000 900,000

会 報 発 行 費 1,350,000 1,350,000 年 2回 計 6,600部

印  刷  費 500,000 500,000

送 料 650,000 650,000

編  集  費 200,000 200,000

役 員 理 事 会 費 等 600,000 600,000

旅 費 交 通 費 100,000 200,000 △ 100,000 本部 。中部支部総会出席

振 込 手 数 料 50,000 100,000 ∠ゝ.  50,000

コ ン ビニ振 込 費 等 240,000 240,000 月額基本料・接続料 。手数料

事 務 費 ・ 通 信 費 370,000 250,000 120,000

慶 弔 費 ・ 雑  費 80,000 80,000

計 3,940,000 3,730,000 210,000

次 期 繰 越 金 5,028,920 4,980,857 48,063
△

計 8,968,920 8,710,857 258,063
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喜
轟
二
＝
Ｔ
舟Ｔ
甘
中
■
Ｔ
廿革
■
・■
‥‐・……十
十

静
岡
の
万
葉
を
歩
く

（一二
〓十‐
エハ
）

５１
期

原
崎
　
郁
平

浜
松
市
天
竜

区
細
江
町
大
字

藤
本
小
森
橋
南

詰
土
手
南
五
十

米
の
と
こ
ろ
に

次
の
万
葉
歌
碑
が
立

っ
て
い
る
ｃ

あ
ら
薇
ふ
り

之
江
（と
ほ
つ
あ
ふ
み
）
の

各
跡
川

楊
３
ど
が
わ
や
（き
）

刈
れ
ど
も

ま
た
も

生
（お
ふ
と
）
い
ふ

手
跡
川
　
楊

人
麻
呂
歌
集
　
巻
七

・
一
二
九
二

明
治
十
六
年

建
立

建
立
者
　
松
島
十
湖

揮
一曇
者
　
不
詳

歌
碑
は
寸
法
高
さ
百
十
六
セ
ン
チ

幅
二
十
三
セ
ン
チ
　
奥
行
二
十
三
セ

ン
チ
の
自
然
石
。

歌
の
大
意
は

「
遠
江
の
国
に
あ
る

吾
跡
川
楊
、
刈

っ
て
も
ま
た
生
え
る

と
い
う
吾
跡
川
楊
よ
」

こ
の
歌
碑
は
小
さ
な
石
柱
と
言

っ

て
も
よ
い
程
で
大
変
探
し
に
く
い
。

小
森
橋
の
南
詰
に
立

つ
と
湖
岸

へ
五

十
米
程
の
土
手
の
上
に
何
や
ら
小
碑

が
見
え
る
。
歌
碑

の
正
面
に
は

「
吾

跡
川
楊
之
古
跡
」
と
大
書
し
、
下
方

に

「
是

ョ
リ
南
壱
町
拾
五
間
」
と
小

書
し
て
あ
る
。
そ
の
右
側
に
何
や
ら

歌
が
刻
し
て
あ
る
が
彫
り
が
正
面
に

比
し
て
著
し
く
浅

い
た
め
か
殆
ど
判

別
で
き
な
い
。

「
あ
ら
れ
ふ
り
」
（霰
降
り
）
は
遠

江
に
か
か
る
枕
詞
．
歌
碑
の
西
側
に

追
跡
伝
承
地
の
小
池
が
あ
り
柳
が
植

え
ら
れ
て
い
る
。
柳
は
冬
に
な
る
前

に
刈
ら
れ
、
そ
し
て
春
の
訪
れ
と
と

も
に
何
時
の
間
に
か
芽
を
出
し
て
、

夏
に
な
る
と
地
に
影
を
作

っ
て
涼
を

運
ん
で
く
れ
る
。
そ
の
揺
れ
具
合
は

大
変
情
緒
が
あ
り
、
旅
人
の
疲
れ
を

癒
し
て
く
れ
る
。
浜
名
湖
か
ら
そ
よ

ぐ
風
は
そ
の
情
緒
を
誘

っ
て
く
れ
る
。

細
江
町
教
育
委
員
会
の
次

の
説
明

文
を
紹
介
す
る
。

吾
跡
川
楊

（あ
ど
が
わ
柳
）

こ
の
歌
は
万
葉
集
巻
七
に

歌
わ
れ
て
い
る
。
遠
江
国
吾

跡
川
の
ほ
と
り
に
生
い
立

っ

た
楊
が
刈
ら
れ
て
も
刈
ら
れ

て
も
芽
を
出
す
と
い
う
こ
と

で
、
人
が
何
か
思
う
こ
と
を

諦
め
よ
う
諦
め
よ
う
と
思

っ

て
も
、
ま
た
思
い
出
し
て
は
物
思
い

に
ふ
け
る
と
い

っ
た
心
持
を
歌

っ
た

も
の
で
あ
る
。　
一
種
の
恋
歌
と
も
い

わ
れ
て
い
る
．

こ
の
楊
は
時
の
流
れ

と
と
も
に
大
木
と
な

っ
て
、
そ
の
後

京
都
の
二
十
三
間
堂
の
棟
木
に
さ
れ

た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。

交
通
機
関
は
Ｊ
Ｒ
浜
松
駅
よ
り
遠

州
鉄
道
バ

ス
、

気
賀
三
ケ
日
線

で

「
よ
し
本
」
下
車
、
徒
歩
三
分
で
あ
る
。

朝
倉
勇
氏
の

新
詩
集

『散
骨
の
場
所
』

６７
期

小
杉
　
弘

同
期
の
朝
倉

勇
君
か
ら
年
賀

状
を
い
た
だ
く
。

今
年
も

〃朝
″

と
題
し
た
詩
が

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
ｃ

朝ゆ
ね
て
い
ま
す

な
に
か
が

ひ
か

っ
て
い
ま
す

な
に
か
が

二
〇
〇
入
春
日
の
朝
が

な
ん
だ
日
を
し
て

そ
薇
を
咸
嗜じ
ま
す

こ
の
詩
を
読
ん
で
、
新
し
い
年
を

清

々
し
く
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
子

年
、
何
か
が
あ
る
か
も
起
こ
る
か
も

知
れ
な
い
。
平
凡
な
日
々
で
い
い
。

平
和
な

一
年
で
あ

っ
て
欲
し
い
と
願

っ

た
。朝

倉
君
は
、

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
で

あ
り
著
名
な
詩
人
と
し
て
も
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
秀
れ
た
感
性
と
豊
か

な
才
能
、
深
い
洞
察
力
で
世
の
中
の

多
く
の
事
柄
を
、
詩
に
託
し
見
事
に

表
現
し
ま
す
。

そ
の
彼
が
、
二
月
二
十
日
に
、
十

冊
目
の
新
し
い
詩
集
、
朝
倉
勇

『
散

骨
の
場
所
』
を
書
卑
山
田

（東
京
都

豊
島
区
南
池
袋
二

・
八

・
五

・
３
０

１
、
電
話
０
３

・
３
９
８
８

ｏ
７
４

６
７
）
か
ら
発
行
し
ま
し
た
。

今
回
も
す
ば
ら
し
い
詩
集
で
す
。

歳
を
重
ね
、
さ
ら
に
磨
き
澄
ま
さ
れ

た
表
現
と
言
葉
が
心
に
吸
い
込
ま
れ

ま
す
。

全
二
十
六
編
の
こ
の
詩
集
の
中

の

一
つ
に

″根
府
川
駅

・
四
月
″
と
い

う
作
品
が
あ
り
ま
す
。
身
近

で
親
し

み
を
感
じ
、
心
が
嬉
し
く
弾
み
ま
し

た
。神

奈
川
県
二
宮
町
に
住
む
愚
生
は

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
を
利
用
し
、
時
々
熱

海
伊
豆
方
面
に
出
掛
け
ま
す
。
二
宮

駅
か
ら
五

つ
め
、
小
田
原
駅
か
ら
二

つ
目
の
静
か
で
温
暖
な
小
駅
が
根
府

川
駅
で
す
。

い
つ
も
何
気
な
く
眺
め
て
い
た
根

府
川
駅
周
辺
が
、
朝
倉
君
の
眼
力
で

見
事
な
情
景
に
変
わ
り
、
凛
と
し
て

活
き
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
と
感
嘆
、

こ
れ
か
ら
は
こ
の
駅
を
通
る
度
ご
と

に
想
い
出
し
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
。

詩
集

『
散
骨
の
場
所
』
全
編
に
彼

の
哲
学
を
感
じ
、
大
人
の
詩
と
し
て

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
是
非
同

窓
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

朝
倉
勇
君
の
著
書

詩
集『

掟
』
（
一
九
六
〇
年

・
書
卑

ユ
リ

イ
カ
）

『十
月
の
幕
』
（
一
九
七

一
年

・
歴

程
社
）

『
鬼
の
贔
』
（
一
九
七
五
年

・
落
合

書
店
）

『
神
田
川
を
地
下
鉄
丸
の
内
線
電

車
が
渡
る
と
き
』
（
一
九
八
〇

年

・
歴
程
社
）

『
麻
布
仙
台
坂
の
日
曜
日
』
（
一
九

八
六
年

・
思
潮
社
）

『
鳥
の
歌
』
（
一
九
九
四
年

・
思
潮

社

・
第
四
回
丸
山
豊
記
念
現
代

詩
賞
受
賞
）

『
田
園
ス
ケ
ッ
チ
』
（
一
九
九
八
年

・

メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

『
み
て
み
た
い
　
み
て
み
た
い
』

（
二
〇
〇
五
年

・
思
潮
社
）

『女
の
ひ
と
と
鳥
』
（詩
画
集
／
画
＝

脇
田
和
／
二
〇
〇
五
年

・
脇
田

美
術
館
）

童
話
＝
物
語

『
ポ
ー
ル
と
小
鳥
』
（絵
＝
安
野
光

雅
／
二
〇
〇
六
年

・
童
話
屋
）

鶴i鮮調書i響織 凛中・~筆
襲

`卜
輻"_
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半
導
体
開
発
に

携
わ
っ
た
半
世
紀

６７
期

向
井
　
久
和

社
会
人
に
な

っ
て
半
世
紀
近
く
を
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
研
究
所
お
よ
び
半
導
体
メ
ー

カ
ー
等
で
集
積
回
路
の
研
究
開
発
に

携
わ

っ
て
き
た
。

そ
の
始
点
は
ち
ょ
う
ど
集
積
回
路

の
黎
明
期
で
あ
り
、
数
年
前
に
現
役

を
離
れ
た
が
、
今
や
集
積
回
路
の
進

化
の
源
で
あ
る
微
細
化
技
術
が
限
界

に
達
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
間
の
進
歩

は
半
導
体
チ

ッ
プ
の
中
に
作
り
込
ま

れ
る
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
な
ど
の
素
子

数
で
数
十
億
倍
で
あ
る
。

振
り
返

っ
て
み
れ
ば
、
当
初
は
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
が
持
て
は
や

さ
れ
て
い
た
が
、
集
積
回
路
に
よ

っ

て
大
型
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
実
現
し
、

集
積
回
路
が
大
規
模
化
し
た
Ｌ
Ｓ
Ｉ

（
ラ
ー
ジ

・
ス
ケ
ー
ル

・
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
）
の
進
展
は
パ
ソ
コ
ン

を
生
み
出
し
、
発
展
普
及
さ
せ
た
。

そ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
時
代
の
布

石
と
も
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｌ
Ｓ

Ｉ
は
今
日
の
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル

情
報
家
電
全
盛
の
時
代
の
基
盤
と
も

な

っ
て
い
る
。

筆
者
も
デ
ジ
タ
ル
Ｔ
Ｖ
で
世
界
の

出
来
事
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
観
た
り
、

デ
ジ
タ
ル
ヵ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真

を
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し
て
メ
ー
ル
で

送

っ
た
り
、
名
詞
サ
イ
ズ
の
音
楽
プ

レ
ー
ヤ
ー
に
た
く
さ
ん
の
歌
を
録
音

し
て
電
車
の
中

で
聴

い
た
り
と
、
Ｌ

Ｓ
Ｉ
進
化
の
恩
恵
を
享
受
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｓ
Ｉ
産
業
の
変
遷

・
果
た
し
た
役
割

昔
か
ら
集
積
回
路
は
産
業
の
米
と

言
わ
れ
て
き
た
が
、
大
量
に
生
産
し

た
い
量
に
消
費
さ
れ
る
こ
と
で
企
業

と
し
て
成
り
立
ち
、
発
展
す
る
特
徴

を
持
ち
、
前
述
の
よ
う
に
こ
れ
を
使

用
す
る
機
器
の
産
業
界
の
進
化
、
変

革
に
密
に
か
か
わ
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

半
世
紀
の
間
に
グ

ロ
ー
バ
ル
な
半

導
体
産
業
地
図
も
産
業
構
造
の
変
化

（企
業
提
携
や
分
業
）
を
伴

っ
て
大

き
く
変
遷
し
て
き
た
。

米
国
で
生
ま
れ
成
長
し
た
技
術
そ

し
て
産
業
が
、
日
本
に
移
り

一
九
八

〇
年
代
に
入

っ
て
韓
国
、
台
湾
の
半

導
体
産
業
が
台
頭
し
、
米
国
も
復
活
、

欧
州
も
そ
れ
な
り
に
進
展
す
る
中
、

日
本
が

一
人
負
け
の
様
相
を
呈
し
て

い
る
。
そ
し
て
い
ま
中
国
と
イ
ン
ド

が
次
の
産
業
拠
点
と
し
て
注
目
を
集

め

つ
つ
あ
る
。

筆
者
も
こ
の
時
代
、
半
導
体
メ
ー

カ
ー
に
勤
め
て
お
り
、
急
速
な
市
場

環
境
の
変
化
と
激
し
い
企
業
間
競
合

の
中
で
の
事
業
変
革
の
苦
労
を
目
の

当
た
り
に
し
た
。

集
積
回
路
の
進
歩
は
、
微
細
加
工

技
術
の
追
求
が
基
に
な
り
、
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
の
微
細
化
に
よ
る
シ
リ

コ
ン

チ

ッ
プ
内

へ
の
高
集
積
化
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
の
動
作

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
速
化

の
追
及
で
達
成
さ
れ
て
き
た
。
今
や

微
細
加
工
が
数
十

ナ
ノ
メ
ー
ト
ル

（数
万
分

の

一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

に

達
し
、
加
工
技
術
の
困
難
度
も
高
ま

っ

て
き
た
。
従
来
型
の
Ｍ
Ｏ
Ｓ

（
メ
タ

ル

・
オ
キ
サ
イ
ド

・
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク

ト
）
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
も
動
作
限
界
に

近
づ
き
、
半
世
紀
ひ
た
す
ら
微
細
化

に
よ
り
進
歩
を
続
け
た
Ｌ
Ｓ
Ｉ
技
術

展
開
も
転
換
期
に
来
た
と
い
え
る
。

次
世
代
へ
の
期
待

こ
こ
に
き
て
半
導
体
技
術
開
発
は

二
つ
の
方
向
が
活
発
化
し
て
い
る
。

一
つ
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し

た
技
術
融
合
な
ど
に
よ
る
付
加
価
値

の
向
上
で
あ
る
。
機
能
の
異
な
る
複

数
チ

ッ
プ

の
集
積

化
や
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

（
マ
イ
ク
ロ
ｏ
メ
ヵ
ト
ロ
ニ
ク
ス
）
と

Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
結
合
な
ど
で
あ
り
、
産
業

界
の
現
実
的
な
動
き
と
な
り
つ
つ
あ
る
．

も
う

一
つ
の
方
向
は
、
現
在
の
微

細
化
の
壁
を
乗
り
越
え
た
革
新
技
術

に
よ
る
新
し
い
技
術
分
野
の
創
出
で

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
世
界
の
追
求
で
あ
る
。

シ
リ
コ
ン
の
よ
う
な
半
導
体
結
晶

も
数
十
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
の
微
細
加
工

し
た
部
分
で
は
電
了．
が
シ
リ
コ
ン
結

集
の
中
と
は
全
く
異
な
る
振
る
舞
い

を
す
る
、

い
わ
ゆ
る
量
子
効
果
と
い

う
現
象
が
出
現
す
る
。

こ
の
現
象
を
活
用
す
る
新
し
い
デ

バ
イ
ス
に
よ
る
超
低

エ
ネ
ル
ギ
ー
デ

バ
イ
ス
の
研
究
は
種
々
行
わ
れ
て
い

る
が
、
ま
だ
決
定
打
は
出
て
い
な
い
。

一
方
で
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
未

知
の
領
域
に
対
し
て
、
生
産
現
場
や

使
用
上
で
の
人
体
の
健
康

・
安
全
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
技
術
の

地
球
環
境
問
題
解
決

へ
の
適
用
と
い

う
積
極
的
意
味
を
合
め
て
グ
リ
ー
ン
・

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
新
し
い

言
葉
が
生
ま
れ
、
学
会
で
の
議
論
が

始
ま

っ
て
い
る
。

半
導
体
産
業
が
成
熟
し
た
今
、
次

の
半
世
紀
に
向
か

っ
て
新
し
い
技
術

／
産
業
が
創
出
さ
れ
、
人
類
の
真
の

発
展
が
実
現
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
、

わ
が
国
が
そ
の
中
で
指
導
的
役
割
を

果
た
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

静
高
卒
業
記
念
に

何
を
し
ま
し
た
か

７３
期

山
梨
　
由
記

７３
期
の
同
期
生
は
昭
和
３２
年
の
春

に
卒
業
し
て
早
や
５１
年
経
ち
ま
し
た
。

ま
だ
こ
ん
な
に
若
い
の
に
、
今
年
は

古
希
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

七
十
年
の
あ
れ
こ
れ
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
静
高
に
合
格
し
た
こ
と
。
ギ

リ
シ
ャ
神
話
の
廃
墟
の
よ
う
な
柱
と

壁
だ
け
の
青
空
天
丼
の
講
堂
の
砂
利

の
上
に
畳
を
毎
日
敷

い
て
か
ら
の
柔

道
の
練
習
ｃ
興
津
の
夏
の
水
泳
訓
練

で
の
遠
泳
ｃ
今
は
無

い
飛
び
込
み
台

か
ら
の
フ
ー
ル

ヘ
の
飛
び
込
み
は
平

岩
二
三
夫
先
生
の
命
令
。
校
長
は
福

山
富
雄
先
生
、

３ｌ
Ｈ
Ｒ
は
池
本
重
男

先
生
、
以
下
順
に
影
山
竹
夫
先
生
、

佐
藤
巌
先
生
、
渡
辺
三
郎
先
生
、
湯

沢
肇
先
生
、
杉
山

一
与
先
生
、
吉
川

晴
夫
先
生
、
平
岩
先
生
の
八
ク
ラ
ス
．

規
律
に
厳
し
い
馬
渡
猛
先
生
、
美

術
で
木
工
の
作
品
で
褒
め
ら
れ
た
大

村
政
夫
先
生
、
体
育
の
深
沢
潔
先
生
。

同
期
三
百
八
十
名
弱
の
内
、
才
媛
美

女
十
二
名
。
印
高
祭
、
苦
し
か

っ
た

こ
と
、
楽
し
か

っ
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

高
校
を
卒
業
す
る
時
の
友
と
の
別

れ
に
何
を
し
ま
し
た
か
。
私
た
ち
が

行

っ
た
の
は
卒
業
の
記
念
に
友
と
の

別
れ
に
交
換
す
る
た
め
に
写
真
館
に

行

っ
て
撮

っ
て
貰

っ
た
自
分
自
身
の

プ

ロ
マ
イ
ド
写
真
。
当
時
、
各
家
庭

に
は
写
真
機
が
無
く
、
叔
父
か
ら
借

り
た
ヵ
メ
ラ
を
修
学
旅
行
に
持

っ
て

い

っ
た
時
代
だ

っ
た
。
縦
鶴
×
横
一め

セ
ン
チ
の
自
黒
写
真
で
、
最
初
の
ト

枚
を
交
換
し
て
足
り
な
く
な
り
、
焼

き
増
し
を
ま
た
写
真
館
に
頼
み
に
行

っ

て
同
期
生
と
交
換
し
た
写
真
が
手
元

に
あ
る
。
見
て
い
て
笑
み
が
こ
ば
れ

る
同
期
生
の
プ

ロ
マ
イ
ド
で
あ
る
。

皆
さ
ん
の
卒
業
記
念
に
は
何
を
し
ま

し
た
か
。

卒業当時の小生
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６７
期
の
友
楽
会
は

仲
良
し
で
才
人
集
団

６７
期

大
石
　
脩
而

こ
の
ご
ろ
喜
寿
を
前
に
し
て
、
桜

を
見
る
心
境
が
変
わ

っ
て
き
た
。
は

ら
は
ら
と
散

っ
て
い
く
花
の
美
し
さ

に
、
わ
が
人
生
も
か
く
あ
り
た
い
も

の
だ
、
な
ど
と
考
え
た
り
す
る
。

６７
期
第
３２
回

「
友
楽
会
」
が
開
か

れ
た
の
は
、
そ
ん
な
桜
が
散
り
始
め

た
花
冷
え
の
四
月
八
日
。
会
場
は
渋

谷
駅
前
の

『
初

つ
ぼ
み
』
と
い
う
田

舎
風
日
本
料
理
の
洒
落
た
店
。
当
番

幹
事
の
朝
比
奈
正
三
君
が
設
営
し
て

く
れ
た
。

友
楽
会
は
、
東
京
近
辺
在
住
の
同

期
生
が
年
二
、
三
回
集
ま

っ
て
、
酒

を
呑
み
な
が
ら
懇
談
す
る
会
で
あ
る
。

長
続
き
し
て
い
る
の
は
、
会
則
が
あ

り
、
任
期
制
の
会
長
や
当
番
幹
事
が

い
て
、
大
変
面
倒
見
が
い
い
か
ら
だ
。

会
員
は
約
二
十
人
だ
が
、
数
人
が
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
で
、
顔
を

見
せ
な
く
な

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
こ

と
も
あ
り
今
回
か
ら
飯
田
惇
、
中
村

次
雄
、
向
井
久
和
君
が
参
加
し
、
久

し
ぶ
り
に
総
勢
二
十
人
の
盛
大
な
会

と
な

っ
た
。

会
は
い
つ
も
会
長
の
挨

拶
か
ら
始
ま
る
。

こ
れ
が

な
か
な
か
興
味
深
い
。
小

杉
会
長
の
話
の
ポ
イ
ン
ト

は
三

つ
。

▼
前
回
の
あ
と
鳥
居
滋
大

君
が
亡
く
な
ら
れ
物
故
者

が
八
十
二
人
に
な

っ
た
。

現
役
当
時
、
静
岡
中
学
に

入
学
し
た
し
た
の
は
５０
人

ク
ラ
ス
が
５
組
の
２５０
人
だ
っ

た
か
ら
、
約
三
分
の

一
が

死
去
し
た
こ
と
に
な
る
。

▼
同
期
生
の
朝
倉
勇
君
の

十
冊
目
の
詩
集

『
散
骨
の

場
所
』
が
出
版
さ
れ
た
。

（
３
ペ
ー
ジ
に
詳
報
）

▽
こ
れ
も
同
じ
山
川
静
夫

君
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

・
Ｂ
Ｓ
番

組

で
、

， 里
謡
歌
手

の
由
紀

さ
お
り
と
共
同
司
会
の

『
昭
和
の
歌

人
た
ち
』
と
い
う
番
組
を
始
め
た
。

こ
れ
が
大
変
面
白
い
と
い
う
。

こ
の
後
好
き
勝
手
な
懇
談
に
移

っ

た
が
、

６７
期
の
特
徴
は
大
変
仲
が
い

い
こ
と
で
あ
る
。
静
中

・
静
高
同
窓

会
の
中

で
、
今
流
に
言
え
ば

「
中
高

六
年

一
貫
教
育
」
を
受
け
た
の
は
、

わ
れ
わ
れ
と
そ
の
前
後
期
だ
け
。
戦

後
の
ど
さ
く
さ
も
あ

っ
て
、
仲

の
い

い
の
は
、
着
る
物
や
食
う
物

に
も
苦

労
し
た
せ

い
だ
ろ
う
。

い
ま
だ

に

「
チ

ャ
ン
」
づ
け
で
呼
び
合
う
仲
間

も
多
い
。

今
回
顔
を
見
せ
た
向
井
君
は
、
今

を
と
き
め
く
Ｉ
Ｔ
業
界
の
国
際
的
な

半
導
体
の
権
威
だ
と
い
う
．
６７
期
は
、

た
だ
仲
が
い
い
だ
け
で
な
く
、
才
人

も
多
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

花
冷
え
も
忘
れ
高
齢
ク
ラ
ス
会
と

で
も
い

っ
た
友
楽
会
で
あ

っ
た
。
な

お
参
加
者
は
、
新
参
加
の
二
人
の
ほ

か
朝
比
奈
正
三
、
遠
藤

一
彦
、
大
石

脩
而
、
岡
村
英
二
郎
、
川
上
剛
二
、

河
日
正
義
、
黒
石
聖

一
、
児
島
英
男
、

小
杉
謙

一
、
小
杉
弘
、
鈴
木
敏
行
、

手
塚
重
明
、
長
倉
孝

二
、
増
田
安
国
、

山
岡
進
、
吉
野
亨
。

七
十
歳
半
ば
で

ピ
ア
ノ
の
お
稽
古

第
４
Ｈ
Ｒ
有
志
の
会

６８
期

栗
田
　
瑞
夫

静
高
卒
業
後
五
十
五
年
、
卒
業
時

の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
同
級
有
志
が
、
昨

年
初
冬
の
十
二
月
二
日
、
御
殿
場
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

「時
の
栖
」
に
集
い
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合

っ
た
。

当
時
の
Ｈ
Ｒ
は
通
年
全
学
年
を
含

ん
で
お
り
、
し
た
が

っ
て
我
等
同
期

は
ク
ラ
ス
定
員
の
約
三
分
の

一
の
十

三
名
。
先
年
急
逝
し
た
萩
原
多
賀
男

君
を
除
く
と
ち
ょ
う
ど
残
リ
メ
ン
バ
ー

の
半
数
が
出
席
し
た
こ
と
に
な
る
．

話
は
ま
ず
体
調
の
す
ぐ
れ
ず
御
出
席

い
た
だ
け
な
か

っ
た
担
任
の
川
嶋
喜

久
男
先
生

の
ご
様
子
、
前
出
の
萩
原

君
の
思
い
出
話
に
始
ま
り
、
お
互
い

の
近
況
、
旧
友
の
消
息
ア
レ
コ
レ
の

話
題
に
花
が
咲
い
た
。

こ
の
年
代
の
集

い
に
あ
り
が
ち
な

三
大
ト
ピ

ッ
ク
ス
、
即
ち
病
気
、
年

金
、
そ
し
て
孫
自
慢
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
恰
も
申
し
合
わ
せ
た

ご
と
く
話
題
に
上
が
ら
ず
、

専
ら
時
事
雑
感
、
最
近
読
ん

だ
印
象
に
残
る
書
物
、
学
生

時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
軽
い

立
場
で
勤
め
て
い
る
仕
事
、

趣
味
の
囲
碁
や
音
楽
、
そ
し

て
ま
だ
幾
分
残

っ
て
い
る
未

来

へ
の
思
い
を
馳
せ
談
論
風

発
、
三
時
間
は
文
字
通
り
瞬

く
間
に
過
ぎ
去

っ
た
思
い
。

圧
巻
は
歳
七
十
半
ば
に
し

て
、
何
を
思

っ
た
か
ピ
ア
ノ

の
お
稽
古
を
始
め
た
と
い
う

某
君

（特
に
名
を
秘
す
）

の

レ
ッ
ス
ン
ぶ
り
の
披
露
話
。

音
符
も
読
め
ず
、
音
痴
に
近
い
音
感
、

ま
し
て
生
ま
れ
て
初
め
て
触

っ
た
と

い
う
ピ
ア
ノ
ー
、
と
告
発
し
て
も
、

そ
の
先
生
は
敢
然
と
引
き
受
け
て
く

れ
、
Ｌ
手
に
あ
や
し
つ
つ
練
習
に
励

み
、　
一
年
後
に
は
見
事
発
表
会
に
出

演
し
た
と
い
う
く
だ
り
に
及
ん
で
、

一
同
感
心
半
分
冷
や
か
し
半
分
の
大

爆
笑
．
キ
ッ
カ
ケ
は
矢
張
り
お
孫
さ

ん
と
の
対
話
に
通
じ
る
と
聞
き
及
び
、

デ
ィ
デ
ィ
た
る
も
の
な
か
な
か
楽
で

な
い
。
次
回
は
皆
の
前
で
弾
い
て
く

れ
と
所
望
。　
一
同
そ
の
心
意
気
に
感

口又
ｏ富

士
の
落
日
残
照
を
味
わ
い
つ
つ

帰
路
に
つ
い
た
。

写
真
右
か
ら
桜
井
幹
城
、
伊
東
良

平
、
丸
山
洋
、
瀬
堂
川
徹
、
栗
田
瑞

夫
、
鈴
木
障

一
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拝
啓
　
御
先
祖
様

７１
期
　
浦
田
　
彰

「拝
啓
　
御
先
祖
様
　
率
璽
な
が

ら
言
上
仕
り
ま
す

承
り
ま
す
れ
ば
我
等
駿
河
国
所
縁
の

者
共
　
遠
く
血
筋
を
辿
れ
ば
御
当
地

信
濃
国
と
深
き
縁
が
あ
る
山
　
一
同

こ
の
度
御
当
地
に
参
上
仕
り
　
永
き

無
沙
汰
の
お
詫
言
上
祖
霊
の
恩
寵
を

も

っ
て
我
等
が
末
裔
の
行
末
に
御
加

護
あ
ら
ん
事
伏
し
て
御
願
い
申
上
げ

奉
り
ま
す

平
成
丁
亥
年
極
月
吉
日

謹
言
頓
首
」

昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
は

「風
林
火
山
」
。
主
人
公
山
本
勘
助
が

縦
横
に
活
躍
す
る
舞
台
は
甲
斐
、
信

濃

・
駿
河
で
し
た
ｃ
言
う
ま
で
も
な

く
こ
の
二
国
は
歴
史
的
に
も
地
政
学

的
に
も

一
衣
帯
水
ｃ
ド
ラ
マ
の
中

で

も
我
が
駿
河
に
馴
染
み
の
登
場
人
物

や
地
名
が
並
び
ま
す
Ｇ
庵
原
忠
胤
、

大
井
夫
人
、
清
水
吉
政
、
望
月

一
族
、

海
野

一
族
、
長
倉
の
牧
、
伴
野
の
庄
…
、

な
ど
な
ど
ｃ

そ
こ
で
、
首
都
圏
に
住
ま
う
同
期

の
六
人
、
伊
藤
勝
、
海
野
幸
雄
、
後

藤

（
旧
姓

。
伴
野
）
弘
伎
、
長
倉
』県

一
、
浦
田
彰

の
面
々
ｃ
信
州
軽
井
沢

の
近
く
に
御
先
祖
様
が
お
集
ま
り
と

聞
き
、
「
ご
先
祖
様

に
会

い
に
行
か

ざ
ぁ
―
行
か
ざ
ぁ
―
」
と
衆
議

一
決
ｃ

そ
し
て
、
十
二
月
九
日
、
ま
ず
新

幹
線
軽
井
沢
か
ら
西
北
西

へ
４
キ

ロ
、

浅
間
山
麓
に
鎮
座
ま
し
ま
す
長
倉
神

社
。
こ
の
地
は
古
来
皇
室
御

用
の

「
長
倉
の
牧
」
と
平
安

の
昔
か
ら
名
馬
の
産
地
と
し

て
古
暦
の
地
。
神
寂
び
た
林

の
中
の
お
社
は
延
喜
式
神
明

帳
に
記
載
の
あ
る
由
緒
あ
る

神
社
で
す
。
ま
ず
拝
殿
に
頭

を
垂
れ
た
の
は
長
倉
置
二

君
、

秋
の
叙
勲
で
多
年
の
警
察
行

政

へ
の
貢
献
を
嘉
納
さ
れ
て

受
動
し̈
た
瑞
宝
中
授
章
の
報

告

で
し
た
。
御
先
祖
様
は
さ

ぞ
喜
ば
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
次
な
る
御
先
祖
様

は
佐
久
平
の
伴
野
館
。
鎌
倉

時
代
か
ら
戦
国
に
か
け
て
佐

久
平
に
勢
威
を
張

っ
た
伴
野

一
族
の
運
命
は
ま
さ
に
波
乱
万
丈
、

鎌
倉
時
代
の
内
紛
に
巻
き
込
ま
れ
て

一
族
離
散
し
た
か
と
思
え
ば
、
京
都

の
朝
廷
に
取
り
入

っ
て
失
地
回
復
、

か
と
思
え
ば
足
利
義
詮

（尊
氏
弟
）

と
組
ん
で
敗
れ
た
の
に
、
い
つ
の
間

に
か
足
利
義
政
の
代
官
に
な
り
本
領

安
堵
。

戦
国
に
入

っ
て
武
田
信
玄
と
争

い

敗
れ
武
田
の
膝
下
に
、
最
後
は
武
田

一
族
と
と
も
に
滅
亡
。
そ
の

一
族
の

盛
衰
を
偲
ぶ
館
跡
が
佐
久
市
の

一
画

に
小
奇
麗
な
公
園
と
な

っ
て
い
ま
す
。

家
康
が
武
田
家
の
遺
臣
を
積
極
的
に

召
し
抱
え
た
と
い
う
話
は
有
名
で
す

が
、
伴
野
氏
も
家
康
に
ヘ
ッ
ド

ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
駿
府
城
の
御
典
医

に
、
そ
の
伴
野
家
末
裔
の

一
人
が
伴

野

（後
藤
）
弘
枝
さ
ん
。

世
が
世
な
ら
ば
伴
野
家
の
御
姫
様

（今
で
も
御
姫
様
―
で
す
が
…
）
。
御

先
祖
様
に
何
を
語
り
か
け
た
の
で
し
ょ

う
か
。
折
り
し
も
落
ち
葉
焼
き
の
煙

が
茅
葺
屋
根
に
た
な
び
い
て
、
あ
た

か
も
伴
野
館
落
城
の

一
景
で
し
た
。

館
跡
を
後
に
小
諸
か
ら
国
道
１８
号

線
を
西

へ
１０
キ

ロ
、
旧
北
国
街
道

・

海
野
宿
。
入
口
に
鎮
座
す
る
海
野

一

族
の
氏
神
様

。
自
鳥
神
社
が
お
出
迎

え
で
す
。

こ
の
宿
場
町
は
、
江
戸
時
代
の
町

並
み
を
そ
の
ま
ま
残
し
、
国
の
伝
統

的
建
造
物
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
、

観
光

ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
有
名

で
す
。

か

つ
て
こ
の

一
帯
を
支
配
し
た
海

野

一
族
は
戦
国
の
彙
雄

・
真
田
家
の

主
筋
と
さ
れ
た
武
勇
名
誉
の
名
族
で

し
た
が
、
天
文
１０
年
、
武
田

ｏ
諏
訪

の
連
合
軍
に
敗
れ
滅
亡
し
ま
す
。
残

し
た
の
が
海
野
宿
。
後
の
世
で
大

い

に
栄
え
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

ま
ず
海
野
君
を
先
頭
に
本
陣
家
を

表
敬
訪
問
し
た
六
人

で
す
が
。
本
陣

夫
人
目
く

「
今
、
海
野
宿
に
は
海
野

を
名
乗
る
家
は

一
軒
も
あ
り
ま
せ
ん
。

海
野
様
、
ど
う
ぞ
お
戻
り
く
だ
さ
い
」

と
。
遅
め
の
昼
食
に
入

っ
た
蕎
麦
屋

で
も
、
海
野
と
名
乗
れ
ば
下

へ
も
お

か
ぬ
サ
ー
ビ
ス
。

氏
神
様
が
お
出
迎
え
下
さ

っ
た
の

も
む

べ
な
る
か
な
ｌ
。
父
祖
の
地
で

も
て
に
も
て
た
海
野
君
、
さ
れ
ば
と

ば
か
り
氏
神
様

へ
の
お
賽
銭
を
弾
ん

だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

初
冬
の
信
濃
路
は
暮
れ
る
の
も
早

い
、
そ
れ
に
寒

い
。
我
等
が
御
先
祖

詣
で
は
、
こ
れ
ま
で
ｃ
と
残
照
に
映

え
る
浅
間
山
を
背
に

一
路
宿
と
定
め

た
別
所
温
泉

へ
…
…
ｃ
湯
上
り
に
信

濃
誉
を
傾
け
な
が
ら
、
本
国
の
私
的

日
本
史
探
訪
を
自
画
自
賛
ｃ

後
の
二
人
の
御
先
祖
は
？
　
ど
こ

か
に
伊
藤
神
社
や
梅
原
城
や
浦
田
砦

が
あ
る
に
違

い
な
い
．
後
日
、
探
訪

す

べ
し
ｌ
ε
と
約
し
て
帰
京
し
た
わ

け
で
す
ｃ

古
希
過
ぎ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
御
先
祖

様
と
の
距
離
の
近
さ
を
感
じ
た
７１
期

生
の
旅
で
し
た
。

応
援
指
導
部
創
設

早
や
五
十

二
年

７３
期

山
梨
　
由
記

高
校
三
年
生
に
な
り
、
柔
道
部
主

将
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
と

き
の
昼
休
み
、
柔
道
場
の
近
く
に
い

た
時
、
北
川
巻
平
教
頭
先
生
か
ら
す

ぐ
校
長
室
に
く
る
よ
う
に
と
呼
び
出

さ
れ
た
ｃ
何
か
部
員
が
不
祥
事
で
も

起

こ
し
た
か
と
不
安
な
気
持
ち
で
校

長
室
に
行
く
と
、
福
山
富
雄
校
長
が
、

に
こ
や
か
な
顔
を
し
て
言

い
出
さ
れ

た
事
が
あ

っ
た
ｃ

「
野
球
が
強

い
の
で
去
年
に
続
き
、

ま
た
甲
子
園
に
行
き
た
い
と
願

っ
て

い
る
。

つ
い
て
は
県
大
会
か
ら
応
援

し
た
く
、
七
、
八
名
集
め
応
援
団
を

結
成
し
て
ほ
し
い
」

確
か
に
昨
年
は
静
岡
県
大
会
に
優

勝
し
て
甲
子
園
に
出
場
し
て
い
た
ｃ

種
茂
主
将

（捕
手
）
率

い
る
わ
が
静

高
チ
ー
ム
は
山
静
大
会

で
沼
津
東
高

を
７
対
３
で
下
し
て
優
勝
ｃ
甲
子
園

の
初
戦
相
手
は
高
知
県
の
城
東
高
。

結
果
は
わ
ず
か
１
安
打
の
３
対
０
の

完
敗
ｃ

柔
道
の
こ
と
な
ら
分
か
る
が
、
応

援
の
指
導
は
ど
う
す
る
も
の
か
分
か

ら
な
い
と
言

っ
た
ら
、
慶
応
大
学
の

応
援
指
導
部
団
長
を
勤
め
た
塚
本
太

郎
さ
ん

（同
氏
は
静
高
の
卒
業
で
は

な
い
）
を
招

い
て
指
導
し
て
も
ら
う

か
ら
静
高
ら
し
い
応
援
団
を
結
成
し

―
十・
Ｉ
Ｔ
，
Ｔ
，
Ｔ

●
１
１
１
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●
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て
欲
し
い
と
の
こ
と
．
早
速
、
柔
道

部

の
田
村
清
隆
、
飯
塚
剛
に
呼
び
か

け
、
ラ
ク
ビ
ー
部
の
友
円
力
、
矢
部

正
、
伊
藤
裕
之
、
運
動
部
系
で
は
な

い
が
川
村
大
地
の
七
名
で
行
う
と
報

告
し
た
。

昼
休
み
時
間
に
全
校
生
徒
が
校
歌
、

応
援
歌
の
練
習
を
し
た
経
験
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
自
分
達

の
応
援

指
導
の
練
習
で
も
あ

っ
た
の
だ

っ
た
。

幸
い
に
も
八
月
二
日
、
山
静
大
会
は

静
岡
草
薙
球
場
。
決
勝
で
の
相
手
は

甲
府

一
高
校
、
そ
こ
を
７
対
０
で
完

封
勝
利
、
甲
子
園
に
連
続
出
場
。
し

か
し
、
こ
こ
で
も
１
回
戦
、
長
野
伊

那
北
高
校
に
４
対
１
で
敗
退
。
８
回

途
中
か
ら
照
明
が
点
灯
、
甲
子
園
史

に
残
る
初
ナ
イ
タ
ー
と
な

っ
た
。

静
高
は
野
球
が
強
い
か
ら
毎
年
応

援
団
が
存
在
し
、
県
大
会
で
応
援
し

た
き
た
が
、
引
き
続
き
継
承
さ
れ
て

い
な
い
の
は
残
念

で
、
後
輩
が
継
承

し
て
貰
え
ば
良
い
と
の
考
え
は
学
校

側
に
も
あ

っ
た
の
で
、
柔
道
部
の

一

年
後
輩

の
前
島
秀
章
ら
四
人
に
頼
む

こ
と
に
な

っ
た
。

彼
は
柔
道
の
練
習
が
終

っ
た
後
に

浅
間
山
に
登

っ
て
無
人

の
山
頂
で
人

声
を
張
り
上
げ
て
発
声
練
習
を
し
て

い
た
も
の
だ
。
こ
う
し
て
後
輩
が
引

き
受
け
て
く
れ
て
、
応
援
指
導
部
と

し
て
の
部
活
と
な
り
、
顧
間
の
先
生

も
就
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

県
大
会

の
始
ま
る
七
月
に
は
顧
間
の

先
生
、
現
役
、
そ
し
て
卒
業
生
と
の

合
同
の
会
を
開
催
し
て
い
る
。

去
年
の
四
月
に
は
、
初
代
の
応
援

団
長
を
務
め
た
友
田
力
が
天
国
に
行

き
、
そ
れ
以
前
に
は
飯
塚
剛
が
福
岡

の
地
か
ら
他
界
し
た
と
の
知
ら
せ
が

あ

っ
た
。
伊
藤
裕
之
は
若

い
年
齢
で

病
死
し
て
い
た
。
今
頃
は
天
高
い
処

で
宇
宙
に
響
き
渡
れ
と
大
声
を
発
し

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
初
代
の
応
援

指
導
部
員
二
名
の
ご
冥
福
を
祈
る
。

応
援
指
導
部
、
吹
奏
楽
部
創
部
四

十
周
年
記
念
大
会
が
、
平
成
十
年
九

月
に
静
岡
呉
服
町
の
ア
ゴ
ラ
八
階
で

開
催
さ
れ
た
時
に
は
小
生
も
参
加
し

た
。
会
は
お
ご
そ
か
に
挙
行
さ
れ
そ

の
感
激
に
浸
り
、
そ
の
時
の
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
の
購
入
予
約
を
済
ま
せ
て
静

岡
駅
で
友
出
力
と
会
食
を
し
て
別
れ

た
の
が
最
後
と
な

っ
た
が
、
彼
も
そ

の
ビ
デ
オ
を
後
日
送

っ
て
き
て
く
れ

た
。
今
そ
の
映
像
を
懐
か
し
く
見
て

い
る
処
だ
。

後
輩

の
部
員
が
応
援
指
導
部
の
伝

統
を
引
き
継

い
で
く
れ
る
こ
と
に
感

謝
す
る
。
部
員
が
僅
か

一
人
で
、
甲

子
園
出
場
し
た
時
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
ア
ル
プ

ス
ス
タ
ン
ド
で
指
導
し
て

く
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

私
達
が
初
期
に
採
り
入
れ
て
い
た

応
援

ス
タ
イ
ル
も
時
代
と
と
も
に
変

わ
り

つ
つ
あ
る
。
テ
レ
ビ
時
代
に
合

わ
せ
た
間
の
取
り
方
だ
と
い
う
。
で

も
変
わ
ら
な
い
の
は
静
高
生
ら
し
い

清
潔
な
ス
マ
ー
ト
な
応
援
指
導

で
あ

る
。
こ
の
伝
統
を
守
り
い
つ
ま
で
も

引
き
継
い
で
欲
し
い
と
願

っ
て
い
る
。

発
途
上
国
の
人
々
の
た
め
に
、
自

分
の
持

っ
て
い
る
技
術
や
経
験
を

活
か
し
国
際
協
力
を
す
る
こ
と
だ

と
。
四
十
～
六
十
九
歳
ま
で
の
健

康
な
人
な
ら
誰

で
も
応
募

で
き
る

そ
う
だ
。
ま
た
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

は
、
日
本
か
ら
は
地
球
の
ほ
ぼ
真

裏
と
な
り
、
ジ

ェ
ッ
ト
機
で
約
二

十
時
間
余
か
か
る
と
い
う
。
首
都

は
、
ブ

ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
。

し
ば
ら
く
、
皆
驚

い
て
言
葉
も

な
か

っ
た
が
、
や
が
て
す
ご
い
な
、

わ
れ
わ
れ
の
歳
に
な

っ
て
も
国
際

協
力
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
は
と
、

称
賛
の
声
が
あ
が
り
だ
し
た
。

誰
か
が
叫
ん
だ
、
出
発
前
に
壮

行
会
を
や
ろ
う
。
そ
の
夜
は
、

ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
で
盛
り
上
が

っ
て
お

開
き
と
な

っ
た
。

そ
の
後
、
松
永
君
は
、
長
野
県
駒

ヶ
根
で
の
ス
ペ
イ
ン
語
を
中
心
と
し

た
厳
し
い
研
修
を
終
え
て
、
出
発
日

が
二
月
二
十
六
日
と
決
定
し
た
。
駒

ヶ
根
研
修
期
間
に
激
励
に
行

っ
た
同

期
の
菊
地
君
が
、
酒
も
だ
め
で
朝
か

ら
夜

（宿
題
毎
日
）
ま
で
、
地
獄
の

２
ヶ
月
特
訓
だ
と
連
絡
が
は
い

っ
た
。

研
修
が
終
わ
り
、
静
岡
県
知
事
、
伊

豆
市
長
挨
拶
、
な
ど
の
忙
し
い
中
、

約
束
の
壮
行
会
を
二
月
二
十
日
静
岡

で
行

っ
た
。

松
永
君
は
、
昨
年
十
二
月
の
時
と

比

べ
、
全
体
に
痩
せ
て
し
ま

っ
て
み

え
た
。
相
当
き

つ
い
研
修
だ

っ
た
こ

と
が
わ
か
り
、
彼
の
意
思
の
強
さ
に

十ま
だ
ま
だ
現
役
、

７７
期
の
世
界

通
、
松
永
君
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ヘ

７７
期

三
浦
　
位
通

定
年
退
職
後
、
伊
豆
市
に
住
み

つ

い
て
い
る
同
期
の
松
永
秀
夫
君
か
ら

連
絡
が
あ
り
静
岡
に
久
し
振
り
に
行

く
の
で
、　
一
杯
や
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な

っ
た
。
昨
年
十
二
月
の
と
あ
る

日
の
こ
と
だ

っ
た
。
さ

っ
そ
く
、

い

つ
も
の
仲
間
と
乾
杯
し
よ
う
と
し
た

と
き
突
然
松
永
君
が
お
知
ら
せ
が
あ

る
と
立
ち
あ
が

っ
た
。
「
俺
、
来
年

二
月
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ヘ
行
く
。

皆
と
し
ば
し
の
別
れ
だ
」
。

「
え
―
、
何
し
に
い
く
の
だ
」
と

み
ん
な
び

っ
く
り
し
な
が
ら
乾
杯
。

と
こ
ろ
で
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
て
ど
こ

だ
？
な
ど
と
場
が
ざ
わ

つ
き
だ
し
た

と
こ
ろ
で
、
松
永
君
が
し
ゃ
べ
り
だ

し
た
。
「
実
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
シ

ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

っ
て
く

る
ん
だ
」
と
。

今
度
は
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

っ
て
な
ん
だ
？
松
永
君
が
そ
の
疑

間
を
説
明
し
て
く
れ
る
。
日
く
、
開

禽
ｏ
庶
０
議
ｏ
●
Ｔ

び

っ
く
り
し
た
。

壮
行
会
に
は
、
菊
地
君
、
山
口
君
、

宮
崎
君
、
水
野
君
、
村
松
粛
、
花
村

君
、
清
水
霜
、
そ
し
て
写
真
後
列
中

央
に
立

つ
私
の
９
人
が
、
集
ま
り

一

言
ず

つ
激
励
の
言
葉
を
か
け
、
二
年

後
の
再
会
を
誓

っ
た
。

定
年
後
の
松
永
君
の
こ
の
生
き
方

に
私
だ
け
で
な
く
、
友
み
な
感
動
し
た
。

い
ま
や
、
「
老
人
よ
、
大
志
を
抱

け
」
の
時
代
、
こ
の
よ
う
に
明
る
く
、

未
来

に
向
か

っ
て
い
つ
ま
で
も
挑
戦

し
て
生
き
て
行
け
た
ら
最
高
の
人
生

だ
。

（
前
列
右
か
ら
二
人
目
が
松
永

君
）
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関
西
支
部
だ
よ
り

関
西
支
部
総
会
の
案
内

関
西
支
部
で
は
、
総
会

・
懇
親
会

を
七
月
五
日

（土
）
十
四
時
か
ら
ノ

ボ
テ
ル
甲
子
園
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
。

「
永
年
文
部
会
費
を
納
め
て
い
た

だ
い
た
会
員
に
は
、
母
校
野
球
部
の

ロ
ゴ
入
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
り
配
布
し

ま
し
た
。
甲
子
園
出
場
の
折
に
は
こ

の
シ
ャ
ツ
を
着

て
ア
ル
プ

ス
ス
タ
ン

ド
で
応
援
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
た

い
で
す
ね
」
と
柴
田
尚
会
長

（８１
期
）。

是
非
総
会
に
同
窓
生
誘

い
合
わ
せ
て

参
加
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
に

使
用
し
た

ロ
ゴ

は
ま
だ
版
が
あ

り
、
増
刷
り
す

る
こ
と
は
で
き

る
そ
う
だ
が
、

最
低
十
枚
と
か

二
十
枚
な
ど
、

ま
と
め
て
ほ
し
い
と
い
う
ｃ
総
会
、

シ
ャ
ツ
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
会
長

携
帯
皿

▽
関
東
同
窓
会
総
会
は

七
月
四
日

（金
）

▼
同
窓
会
会
費
拠
出
に

御
協
力
く
だ
さ
い

同
期
会
告
知

関
東
七
夕
会

（７７
期
）
は

七

月

五

日

、
新

宿

で
開

催

日
時
　
七
月
五
日
、
午
後
４
時
か
ら

場
所
　
パ
ブ

「
ア
フ
タ
１
６
」
ペ
ガ

サ
ス
館
三
階
、
新
宿
駅
中
央
東
日
、

中
央
通
り
５
分

皿
０
３

ｏ
３
３
５
６

ｏ
６
６
８
８

静
岡
で
は
、
静
岡
県
議
会
の
議
長

に
同
期
の
天
野

一
氏
が
就
任
し
た
と

の
報
告
が
聞
こ
え
て
き
た
が
、　
一
方

今
年
二
月
、
七
夕
会
皆
勤
で
し
た
大

村
信
子
さ
ん
が
亡
く
な
り
、
寂
し
い

想
い
で
す
。

皆
さ
ま
か
ら
ご
送
金
い
た
だ
き
、

生
花
を
献
じ
香
料
を
お
送
り
し
ま
し

た
。
配
偶
者
の
存
在
価
値
が
ま
す
ま

す
増
え
て
い
く
よ
う
で
す
。
女
性
は

介
護
に
逐
わ
れ
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
下
年
に

一

度
の
七
夕
会
で
す
。
お
互
い
誘
い
合

わ
せ
参
加
し
楽
し
く
や
り
ま
し
ょ
う
。

（
７７
期
　
松
井
義
之
）

ご
存
知
で
す
か
。

静
岡
の
由
来

静
岡
市
役
所
の
片
隅
に
、
静
岡
の

由
来
を
刻
ん
だ
石
碑
が
立

っ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
以
下
の
通
り
。

も
と
静
高
教
諭
蔭
山
先
生
の
著
書

突
然
、
息
子
が

逝

っ
て
し
ま
っ
た

四
十

九

日
好
評
発
刊
中

静
高
で
国
語
の
先
生
、
野
球
部
長
、

ま
た
同
窓
会

の
仕
事
を
長
年
に
わ
た

り
勤
め
て
い
た
だ
い
た
蔭
山
昌
弘
先

生

（
８１
期
）
。
愛
息
博
行
■
が

ハ
ン

グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
事
故

っ
て
亡
く
な

っ

た
。葬

儀
の
と
き
の
こ
と
、
静
高
時
代

の
ラ
ク
ビ
ー
仲
間
が
博
行
君
を
囲
ん

で
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、

「
静
高
い
く
ぜ
―
―
」

「
オ
ー
」

一‐静
高
い
く
ぜ
―
―
」

「
オ
ー
ニ
と
、

雄
叫
び
を
Ｌ
げ
て
泣
き
崩
れ
た
。

と
吉
し
い
心
情
を
四
卜
九
日
の
法

要
を
終
え
る
ま
で
の
悲
し
み
、
絶
望

感
を
記
録
し
た
．
涙
な
く
し
て
読
め

な
い
書
．

株
式
会
社
冬
幻
社
、

文
庫
と
し
て
平
成
二
十
年
二
月
初
版
、

本
体
５
７
１
円

一
税

じ
占
“
”
〓

ｏ片
”
”
』
ゆ
Ｎ
゛
０
）∽
〓
く̈
・い
”
ρ
・５
ｏ
こ
も

ノ
ボ
ホ
テ
ル
甲
子
園

肌

静
高

・
静
岡
情
報

明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
廃
藩

置
県
を
前
に
し
て
駿
府
ま
た
は
府

中
と
い
わ
れ
て
い
た
地
名
の
改
称

が
藩
庁
協
議
さ
れ
た
。

重
臣
の
間
で
は
賤
機
山
に
ち
な

み
賤
ヶ
丘
と
い
っ
た
ん
は
決
ま

っ

た
が
、
藩
学
校
頭
取
の
向
山
黄
村

先
生
は
時
世
を
思
い
、
土
地
柄
を

考
え
て
静
ヶ
丘
即
ち

「静
岡
」
が

よ
い
と
提
案
さ
れ
衆
議

一
決
、
同

年
六
月
二
十
日

「駿
府
府
中
静
岡

と
唱
え
替
え
せ
し
め
ら
れ
候
」
と

町
触
れ
が
達
せ
ら
れ
た
。

以
来
百
有
余
年
富
士
を
仰
ぐ
ふ

る
さ
と
静
岡
の
名
は
内
外
に
親
し

ま
れ
県
都
と
し
て
今
日
の
発
展
を

み
る
に
至

っ
た
。

こ
こ
に
市
制
施
行
九
十
周
年
を

向
か
え
、
黄
村
先
生
の
遺
徳
を
敬

仰
し
、
ゆ
か
り
の
地
藩
庁
跡
に
市

名
の
由
来
を
し
る
す
。

昭
和
五
十
四
年
四
月

一
日静

岡
市

4コ (墓、石碑)の ことなら

(株)イ シ フ ク
望月 威男 (77期 )

熊野雄二郎 (84期 )

望月 茂樹 (101期 )

望月 秀康 (107期 )

〒421-1224静 岡市葵区飯間 71

TEL 054-278-6610

関東の人に紹介したい良い環境

八王子

東 京 霊 園
〒193-0826東 京都八王子市元八王子町

TEL 0426-61-6734

○お墓、石碑、建材、石のことなら気軽に相談ください。
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一一静
同
高
と
静
ｍ
商
一第
ｍ
回
定
期
戦
＝

ん
（７３
）
が
登
場
。
見
事
ス

打
撃
戦
と
な

っ
た
が
、
四

ト

ラ

イ

ク

ボ

ー

ル

を

投

回
に
一
挙
７
点
を
奪
っ
た

げ
、

「
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着

静

岡

高

が

１０

対

８

で

勝

(野球部記事 。毎日新聞静岡版、ラグビーのこの人・静岡新聞)

初
め
て
元プ
ロ
選
手
参
加

回
セ
ン
バ
ツ
で
優
勝
し
た

た
の
は
”
年
ぶ
り
。
ホ
ー

利
。
一
方
、
現
役
選
手
の
試

静
岡
商
の
エ
ー
ス
で
、
卒

ム
に
ボ
ー
ル
が
届
く
か
ど

合

は
投

手

戦

と

な

っ
た

業
後
、
旧
国
鉄

ス
フ
ロ
ー

う
か
緊
張
し
た
」
と
照
れ

が
、
好
機

に
着
実

に
加

点

Ｏ
Ｂ
と
現
役
勝
負
は
痛
み
分
け

ス

（現
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス

く
さ
そ
う
に
笑
っ
た
。

し
た
静
岡
商
が
４
対
０
で

ワ
ロ
ー
ス
）
に
入
団
し
て

Ｏ

Ｂ

戦

は
、
両

チ

ー

ム

勝

ち
、
両
校

痛
み
分

け

の

「静
岡
の
早
慶
戦

」
と

河
区
の
草
薙
球
場
で
あ

っ

レ
ー
に
、
集
ま

っ
た
観
客

活
躍
し
た
田
所
善
治
郎
さ
　
と
も
ヒ

ッ
ト
を
連
発
す
る

形
に
な

っ
た
。
【
大
西
量
】

・て
知
ら
れ
る
、
静
岡

市

た
。

５０
周
年
記
念
の
今
回

は
声
援
を
送
り
、
大

い
に

野́
球
強
豪
校
の
静
岡
高

は
、
Ｏ
Ｂ
戦
に
初
め
て
元

に

き
わ

っ
た
。

一静
岡
商
に
よ
る
第
５０
回

プ

ロ
野
球
選
手
１２
人
が
参

Ｏ

Ｂ
戦

の

始

球

式

に

一期
戦
が
２９
日
、
同
市
駿

加
。
往
年
の
名
選
手
の
フ

は
、
１
９
５
２
年
の
第
２４

こ
の
た

県
高
校
新
人
ラ
グ
ビ
ー
大
会
て

勝
て
こ
れ
ま
で
の
壁
だ

っ
た
東
海

四
年
ぶ
り
の
瞬
勝
を
節

っ
た
．―
ナ

六
翔
洋
に
勝
て
た
の
が
自
信
に
つ

ン
バ
ー
エ
イ
ト
と
し
て
チ
ー
ム
の

な
が
り
ま
し
た
」

攻
撃
陣
を
ま
Ｌ
め
る
．
十
七
歳
．
　

　

―
ど
の
よ
う
な
チ
１
１
一
づ
く
り

グビー優勝 久操晶「ξ
lず
さん嘆甲慶)

―
優
時
お
め
で
と
う
〓
さ
い
ま

す
．

「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
こ
こ
い

ま
す
．
予
選
で
聖
光
に
負
け
た
と

き
に
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
行

け
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

準
決

を
目
指
し
ま
す
か
。

「密
集
で
激
し
く
ボ
ー
ル
を
奪

―
合
う
こ
と

へ
の
こ
だ
わ
り
を
持

つ
こ
と
と
、
一広
統
で
あ
る
ボ
ー
ル

■
動

か
し
て
い
く
ラ
グ
ビ
ー
を
す

る
こ
と
で
す
．
い
つ
て
も
攻
め
の

気
持
ち
を
持

っ
て
ブ
レ
ー
し
て
い

き
た
い
で
す
」

―
今
後
の
自
標
は
，

「
東
海
造
技
大
会
を
勝
ち
抜
い

て
全
国
大
会

へ
出
場
す
る
こ
と
で

す
．
こ
れ
か
ら
の
敲
は
県
内
よ
り

も
レ
ベ
ル
は
高
い
で
す
が
、
粘

っ

て
結
果
を
出
し
た
い
で
す
．
試
合

の
中
で
も

っ
と
強
く
な

っ
て
い
け

れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す

一

●

大
の
大
好
き
て
世
味
は
自
宅
で

飼

っ
て
い
る
小
型
大
の
ヨ
ー
ク

シ
ャ
テ
リ
ア
と
遊
ぶ
こ
と
．
日

日
の
勧
め
て
最
近
に
な

っ
て
読

林
］も
始
め
た
．

県高校新人ラ
静岡高の主将

1

【
野
　
球
　
部
】

静
商
と

の
定
期
戦
、
現
役
は
完
敗

も
、
Ｏ
Ｂ
戦
は
乱
打
戦
を
制
す

静
商
と
の
定
期
戦
は
、
今
年

は
記
念
の
５０
回
大
会
。

「今
年
は

元
プ

ロ
選
手
も
参
加
で
き
る
と
、

四
月
二
十
九
日
の
草
薙
球
場
は

盛
り
上
が

っ
た
。

Ｏ
Ｂ
戦
で
の
始
球
式
は

一
九
五
二

年
の
選
抜
で
優
勝
し
た
静
商
の
エ
ー

ス
、
旧
国
鉄
ス
ワ
ロ
ー
ズ
に
入
団
、

活
躍
ｔ
た
田
所
善
次
郎
。

「
も
う
七
十
二
歳
、

ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
着
た
の
は
５６
年
ぶ
り
で
、
ホ
ー
ム

ま
で
ボ
ー
ル
が
届
く
か
心
配
で
し
た
」

と
言
う
が
見
事
ス
ト
ラ
イ
ク
。

静
高
の
先
発
は
近
鉄
に
い
た
服
部

利
和

（
６０
歳
）
。
打
者
で
は
阪
神
に

所
属
し
た
植
松
精

一

（５２
歳
）
等
が

和
気
あ
い
あ
い
の
試
合
を
制
し
た
。

一
方
、
静
商
の
先
発
は
巨
人

。
大
洋

で
活
躍
し
た
新
浦
寿
夫

（
５６
歳
）
か

ら
以
下
松
浦
三
千
男
、
広
島
在
籍
の

池
谷
公
二
郎

（５５
歳
）
と
豪
華
リ
レ
ー
、

観
衆
も
喜
ん
で
い
た
。

勝
負
は
現
役
は
１
対
０
で
完
封
負

け
、
Ｏ
Ｂ
戦
は
１０
対
８
の
乱
打
戦
を

競
い
勝

っ
た
。

【ラ
グ
ビ
ー
部
】

県
下
ナ
ン
バ
１
１

静
岡
県
の
ラ
グ
ビ
ー
は
東
海
大
翔

洋
高
が
４
年
間
不
敗
と
い
う
成
績
で

君
臨
し
て
き
た
。
が
２
月
の
県
高
校

新
人
ラ
グ
ビ
ー
大
会
、
準
決
勝
で
東

海
大
翔
洋
高
を
破
り
、
決
勝
で
聖
光

高
を
２１
対
１７
で
撃
破
、
四
年
ぶ
り
に

優
勝
し
た
。

「
伝
統
で
あ
る
ボ
ー
ル
を
動
か
し

て
い
く
ラ
グ
ビ
ー
を
す
る
こ
と
。
密

集
で
激
し
く
ボ
ー
ル
を
奪
い
合
う
こ

と

へ
の
こ
だ
わ
り
を
持

つ
こ
と
が
上

手
く
い
き
ま
し
た
。
い
つ
で
も
攻
め

の
気
持
ち
を
持

っ
て
プ
レ
ー
し
て
い

き
ま
す
」
と
主
将
の
久
保
田
照
茂
君
。

静
高
野
球
部
監
督
に

栗
林
俊
輔
先
生
就
任

静
高
の
野
球
部

監
督
が
代
わ
っ
た
。

今
度
の
監
督
は
栗

林
俊
輔
先
生
、
浜

松
工
業
か
ら
赴
任
。

「
ビ

ッ
ク
リ
し

ま
し
た
。

こ
の
伝
統
校
の
監
督
に
な

る
な
ん
て
」
と
素
直
に
驚
き
を
表
す

栗
林
先
生
．
昭
和
４７
年
９
月
８
日
静

岡
県
磐
田
市
生
ま
れ
、
三
十
五
歳
。

静
岡
県
立
磐
田
南
高
時
代
は
捕
手
と

し
て
活
躍
、
筑
波
大
体
育
学
群

へ
進

学
、
二
年
ま
で
野
球
部
で
ブ
レ
ー
ヤ
ー

と
し
て
活
躍
。
し
か
し
身
体
を
悪
く

し
て
選
手
生
活
を
断
念
、　
一
軍

ヘ
ッ

ド

コ
ー
チ
と
し
て
指
導
者

の
野
球
を

学
ぶ
。
卒
業
後
、
磐
田
北
高
に
就
任
、

そ
の
後
浜
松
工
業
高
校
か
ら
静
高

ヘ

移
動
し
て
き
た
。

「
現
在
と
い
う
か
咋
シ
ー
ズ

ン
ま

で
は
私
学
の
覇
者
と
し
て
、
常
葉
菊

川
高
校
が
県
下
だ
け
で
な
く
春
の
甲

子
園
覇
者
と
し
て
君
臨
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
静
高
は
文
武
両
道
の
伝

統
校
、
王
道
を
目
指
し
精
進
し
た
い
」

と
重
い
責
任
を
感
じ
て
い
る
が
や
り

が
い
が
あ
る
と
き

っ
ば
り
．

さ
ら
に

「
ま
だ
赴
任
し
て
三
週
間

で
、
多
く
は
掌
握
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
選
手
の
質
や
育
ち
と
い
い
ま
す

か
、
随
所

に
静
高
ら
し
さ
の
良
さ
を

感
じ
ま
す
」
と
選
手

へ
の
鍛
え
が
い

に
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う
ｃ

「
選
手
が
静
高

の
い
い
子
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
野
趣
豊
か
に
育
て
た

い
」
と
常
葉
菊
川
高
校
の
選
手
た
ち

の
よ
さ
を
十
分
に
分
析
で
き
て
い
る

よ
う
だ
っ

大
学
時
代
指
導
を
仰

い
だ
筑
波
大

学
の
功
刀
靖
雄
監
督

（筑
波
大
学
名

誉
教
授
）
は

「
静
高
と
い
う
伝
統
校

に
赴
任
で
き
た
こ
と
は
心
か
ら
お
め

で
と
う
と
言
い
た
い
。
た
だ
真
面
日
、

誠
実
、
正
義
感
が
あ
り
す
ぎ
る
く
ら

い
の
栗
林
君
だ
け
に
、
大
き
な
野
心

を
ど
こ
ま
で
追
求
で
き
る
か
に
か
か

っ

て
く
る
」
と
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈

っ

て
く
れ
た
。
大
学
時
代
は

一
軍

ヘ
ッ

ド

コ
ー
チ
と
し
て
監
督
の
補
佐
を
勤

め
て
お
り
指
導
者
と
し
て
の
品
格
は

十
分
備
え
て
い
る
と
太
鼓
判
。
伝
統

あ
る
静
高
だ
け
に
、
周
囲
の
プ
レ

ッ

シ
ャ
ー
に
負
け
な
い
よ
う
が
ん
ば

っ

て
ほ
し
い
と
結
ん
だ
。
な
お
、
昨
シ
ー

ズ
ン
ま
で
指
導
に
当
た

っ
て
い
た
畑

田
裕
視
監
督
は
焼
津
中
央
高
校

へ
転

出
し
た

（取
材
日

四
月
十
七
日
）
。

原

稿

募

集

会
報
は
年
に
二
回
、
こ
の
六
月
と

十
二
月
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
同

期
。同
窓
生
、
静
岡
に
由
来
の
こ
と

な
ど
、
楽
し
い
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
原
稿
は
東
京
事
務
所
宛

〒
１
０
１

・
０
０
４
５

千
代
田
区
神
田
鍛
冶
町
３
・
７
・
３

藪
下
ビ
ル
６
階

野
方
重
人
法
律
事
務
所
内

ヽ｀
:ア

.
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４８
　
青
木

香
、
近
藤

希
賢

４９
　
嶋

二
四
郎
、
杉
本

久
敬

５０
　
江
川

友
治
、
丸
尾

文
治

５１
　
永
井

五

一
郎
、
林

盛
次
、
原
崎

郁
平
、
渡
辺

功

５２
　
小
川

善
次
郎
、
西
田

豊
馬
、
服
部

雅
雄
、
茂
呂

茂
樹

５３
　
木
宮

高
彦
、
倉
田

清
治
、
桜
井

昌
也
、
志
田

寿

一
、

徳
永

悠
久
、
橋
本

久
仁
寿
、
望
月

昂

５４
　
大
畑

忠
夫

５５
　
小
沢

忠
樹
、
長
澤

栄

一

５６
　
奥
野

進
、
清
水

逸
郎
、
鈴
木

源

一

５７
　
天
野

喜
久
雄
、
岩
井

平

一
郎
、
大
島

隆
夫
、

坂
田

秀
雄

５８
　
海
野

進
、
須
山

静
夫
、
服
部

健

一

５９
　
青
山

勇
、
朝
比
奈

正
三
、
内
田

武
二
、
大
塚

恒
、

大
村

和
夫
、
加
納

久
夫
、
狩
野

和
男
、
川
田

昭
、

小
花

敏
郎
、
近
藤

陽
三
、
鴫
谷

正
夫
、
清
水

江
、

菅
原

操
、
高
橋

裕
、
田
澤

義
彦
、
長
谷
川

邦
三
、

原

淳
、
福
地

彊
、
増
田

勝
郎
、
増
田

真

一

６０
　
石
関

忠
雄
、
井
田

淳
、
上
杉

重
吉
、
笠
間

達
男
、

黒
田

武
之
助
、
小
林

金
次
、
酒
井

美
高
、
鈴
木

光
男
、

谷

龍
治
、
堤

崇
、
時
田

正
康
、
内
藤

敏
夫
、

原

善
三
郎
、
原
田

龍
二
、
益
田

清
間
、
山
崎

鏡
次
、

山
本

正
三
、
山
本

雅
之
助

６１
　
稲
森

慎
二
、
大
石

次
男
、
君
島

敏
男
、
黒
川

泰
三
、

酒
井

茂
、
清
水

照
彦
、
清
水

澄
夫
、
相
馬

孝
、

高
村

岳
史
、
高
山

秀
男
、
土
井

正
囲
、
西
田

駿
之
介
、

諸
田

実
、
八
木

貞
二
、
薮
崎

昭
、
山
崎

和
夫

６２
　
川
手

生
己
也
、
浜
田

隆
郎

６３
　
伊
東

守
、
入
江

喜
久
夫
、
大
石

一
輔
、
三
枝

弘
之
、

山
梨

長
二
郎
、
横
井

一
、
吉
川

隆
士

６４

・
６５
　
新
井

彰
、
岩
本

吉
雄
、
遠
藤

栄
、
栗
田

行
雄
、

佐
野

旭
、
出
中

欣
、
塚
本

光
彦
、
長
島

健
、

永
田

進

一
、
仲
野

責
、
野
澤

正
憲
、
長
谷
川

直
和
、

蛭
川

博
之
、
益
頭

尚
文
、
増
田

政
雄
、
松
下

一
男
、

山
本

和
彦

６６
　
内
田

幸
雄
、
馬
越

峻
、
大
塚

修
弘
、
大
坪

信
之
、

大
村

敏
夫
、
加
藤

博
司
、
河
守

輝
雄
、
菊
田

聰
裕
、

久
保

泰
夫
、
小
嶋

清
司
、
小
林

五
郎
、
小
林

成
敏
、

瀬
尾

章
、
曽
根

錦
吾
、
原
野
谷

朋
司
、
藤
原

朝
則
、

藤
原

隆
二
、
牧
田

祐
治
、
増
井

和
夫
、
馬
渕

逸
明
、

武
藤

勇
、
村
松

武
司
、
村
越

立
彦
、
森
山

秀
夫
、

安
池

智
策
、
山
下

裕

一
、
山
梨

裕
司

６７
　
朝
倉

勇
、
朝
比
奈

正
三
、
遠
藤

一
彦
、
大
石

脩
而
、

大
森

恵
吉
、
岡
村

英
二
郎
、
小
沢

咬
二
、
河
口

正
義
、

黒
田

秀
幸
、
児
島

英
男
、
小
杉

謙

一
、
小
杉

弘
、

杉
田

勝
男
、
鈴
木

敏
行
、
手
塚

重
明
、
戸
塚

惣
雄
、

福
原

亨

一
、
増
日

安
国
、
松
岡

健
、
丸
山

英
久
、

向
井

久
和
、
矢
部

隆
、
山
川

静
夫

６８
　
秋
山

和
也
、
雨
宮

明
生
、
荒
谷

じ

つ
子
、
稲
葉

清
、

宇
田

貞
子
、
江
崎

善
二
郎
、
大
石

康
博
、
河
口

浩
、

栗
田

瑞
夫
、
酒
井

定
子
、
佐
野
川

好
母
、
鈴
木

昭
夫
、

鈴
木

俊
彦
、
瀬
口

寿

一
郎
、
瀬
堂
川

徹
、
高
橋

俊
晃
、

立
花

一維

一
、
築
地

六
郎
、
星
野

敏
郎
、
増
井

良
敏
、

望
月

芳
明
、
吉
崎

英
輔

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

６９
　
植
村

守
代
、
福
地

彊
、
望
月

道
生
、
谷
川

治
弘

７０
　
有
円

久
、
石
山

博
、
市
川

三
世
史
、
片
山

智
司
、

北
村

孝
、
清

智
、
小
嶋

国
彦
、
清
水

令

一
郎
、

関

哲
男
、
田
中

元
、
冨
田

三
樹
、
中
村

龍
二
、

仁
科

正
雄
、
松
永

茂
、
宮
代

省

一
、
村
松

勝
治

７１
　
土同
木

庄
二
郎
、
石
川

宏
、
今
村

清
彦
、
海
野

幸
雄
、

梅
原

孝
允
、
浦
田

彰
、
奥
村

鋭

一
郎
、
片
山

嘉
博
、

加
藤

祐
史
、
小
池

啓
治
、
後
藤

弘
枝
、
佐
藤

利
治
、

実
石

欣
哉
、
諏
訪

逸
郎
、
谷
回

滋
、
富
野

寿
、

西
野

章
、
橋
爪

尚
也
、
宮
崎

次
郎
、
矢
部

正
和
、

山
田

卓
夫
、
渡
辺

敏
美

７２
　
今
泉

烈
、
桜
井

亮
介
、
佐
藤

允
弥
、
清
水

雅
彦
、

種
茂

雅
之
、
内
藤

博
次
、
夏
目

雅
之
、
仁
藤

宏
次
、

深
田

均
、
松
木

茂
夫
、
村
手

正
之
、
山
口

公
子

７３
　
有
光

一
郎
、
飯
塚

建
子
、
石
川

八
洲
男
、
石
川

久
男
、

石
割

浩
司
、
大
石

尭
史
、
大
村

博
、
岡
本

修
、

後
藤

孝
子
、
後
藤

宏
、
近
藤

守
、
斉
藤

幸
男
、

三
枝

通
康
、
榊
原

由
之
、
塩
津

浩
、
杉
山

正
三
、

杉
山

征
司
、
杉
山

光
、
鈴
木

斉
、
鈴
木

豊
、

鈴
木

良
明
、
大
村

春
樹
、
田
中

重
穂
、
仲
川

信
正
、

中
西

宏
幸
、
西
沢

秀
雄
、
西
本

昇
平
、
羽
山

武
、

松
下

勝
朗
、
松
永

烈
、
三
浦

英
夫
、
望
月

公
美
、

望
月

智
、
山
崎

智
弘
、
山
下

省
三
、
山
中

博
司
、

山
梨

由
記
、
鷲
巣

丞
男ヽ
、
渡
辺

雅
俊

平
成
十

九
年
度

静
中

静
高
関
東

■
日
Ｅ
Ｊ

Ｆ

費
，
１
‐し
ロ

披

出
者
ま
==昌

爆

臣な
彦竃墾
=土

士

衣

一な
一一一颯
一一一一一一一鶴
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○
各
期
ご
と
に
幹
事
役
を
決
め
て
同
窓
会

・

同
期
会
の
活
発
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。

○
幹
事
未
定
の
期
は
至
急
選
出
し
て

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

丹
羽

正
雄
、
本
多

英

一
、
松
永

旭
、
宮
崎

太
加
志
、

森
下

鉄
夫

８２
　
秋
山

好
、
石
川

倫
男
、
石
津

保
彦
、
石
部

憲
治
、

大
村

多
間
、
大
石

正
幸
、
小
笠
原

正
樹
、
金
子

恵
子
、

狩
野

行
雄
、
河
野

健
策
、
計
良

光

一
郎
、
計
良

知
子
、

桜
田

照
男
、
篠
原

温
、
多
賀
谷

秀
保
、
滝
田

正
良
、

円
畑

秀
典
、
八
牧

浩
行
、
細
川

晃
、
堀
内

淳
司
、

宮
城
島

仁
、
山
崎

雅
子

８３
　
鈴
木

潤
、
鈴
木

秀
孝
、
鈴
木

程
久
、
中
村

豊
、

西
野

直
樹
、
服
部

博
、
久
野

淑
子
、
久
野

秦
司
、

増
井

敬
、
的
場

滋
、
山
本

章
夫
、
山
本

雅
敏
、

渡
水

実
根
子

８４
　
一千
佐
美

裕
民
、
大
隈

恵
子
、
塩
谷

立
、
杉
山

篤
史
、

杉
山

順

一
、
高
瀬

一壮
一
、
野
口

洋

一
、
吹
井

承
二
、

藤
森

潤
子
、
水
越

伸
昭
、
二
宅

幸
夫
、
山
田

孝
夫
、

吉
野

文
江

８５
　
池
田

幸
司
、
石
垣

政
博
、
石
黒

和
紀
、
市
原

敏
晴
、

遠
藤

と
も
こ
、
岡
安

み
ど
り
、
勝
俣

健

一
郎
、

川
出

尊
江
、
栗
田

博
通
、
小
堀

政
雄
、
佐
野

幾
子
、

佐
野

文
比
占
、
志
村

顕
、
杉
山

由
紀
子
、

竹
内

二
士
夫
、
竹
内

裕
子
、
竹
田

徹
、
林

晴
子
、

深
津

俊
郎
、
北
条

正
裕
、
牧
野

英
敏
、
増
井

童
二

郎
、

三
上

嗣
夫
、
望
月

敬
生
、
望
月

光
、
安
本

敬
、

山
下

剛

一
、
山
田

晴
道
、
山
田

豊

８６
　
青
山

隆

一
、
井
鍋

香
澄
、
加
賀
屋

正
之
、
近
藤

孝
邦
、

橘
田

直
美
、
長
島

正
、
成
岡

和
美
、
野
口

洋
亮
、

関
東
同
窓
会
会
費

一
年
間
　
３
０
０
０
円

関
東
同
窓
会
の
会
計
年
度
は
、
４
月
１
日
よ
り
３
月
３１
日

で
の
も
の
で
す
。
静
岡
本
部
は
１０
月
１
日
か
ら
で
、
異
な

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

り ま

野
口

ひ
ろ
み
、
八
牧

暢
行

安
倍

敏
陽
、
石
川

嘉
和
、
石
渡

洋
行
、
遠
藤

久
資
、

春
目

武
彦
、
川
口

代
志
子
、
高
橋

宏
、
針
谷

千
鶴
子
、

平
岩

正
史
、

フ
ル
ー

文
子
、
山
口

恵
久
、
藁
科

名
雄

栗
田

和
明
、
鈴
木

攻
、
日
中

育
恵
、
谷
口

ひ
と
み
、

三
浦

昭
彦

池
田

磨
佐
人
、
片
山

尚
生
、
北
村

佳
久
、

北
村

美
佐
子
、
鳥
巣

修
、
西
谷

昭
、
山
崎

真
紀
子

荒
井

千
明
、
小
川

修
史
、
栗
山

伸

一
、
山
梨

孝
子

岡
野

素
之
、
北
川

登
士
彦

大
羽

章
弘
、
高
柳

広
之

亀
山

晴
信
、
松
野

敦
子

岡
部

正
明
、
尾
下

康
宏
、
鈴
木

久
子
、

永
江

総
宜
、
堂
本

修
子

杉
本

耕

一

小
坂

倫
久

小
柳
津

良
行
、
小
山

悦
仲

伊
藤

毅
、
三
浦

一
郎

五
十
嵐

寧

大
石

智
子
、
尾
上

文
世
、
柴

佳
世
乃

山
田

聡

大
塚

昌
典

118 116 101 100 99 98 97 96     95 94 93 92 90     89     88 87

|1lЭ 本年 3月 末にお支払いただいた会員の中

で、収納手続の関係から、次年度掲載にな

る場合がありますのでご了承ください。

◆

一計

報

０

松
下
　
晴

一
氏

（
７４
期
）

松
下
氏

は
平
成
十
六
年
七
月
よ
り
十
九
年
七
月
ま

で
、
関

東
同
窓
会

の
会
計
幹
事
と
し

て
会

の
運
営

に
尽
力

さ
れ
ま
し

た
。十

九
年
十
二
月
八
日
、
肝
臓
ガ
ン
の
た
め
逝
去
。
葬
儀

・

告
別
式
は
千
葉
県
天
王
台
の
ラ
イ
フ
ケ
ア
あ
び
こ
会
館
で
行

わ
れ
、
児
島
副
会
長
な
ど
が
参
列
焼
香
さ
れ
ま
し
た
。

７４
　
井
鍋

正
良
、
大
嶽

隆
司
、
角
谷

治
子
、
菊
池

芳
彦
、

桑
原

伊
玖
子
、
桑
原

英
明
、
佐
藤

鐘
司
、
佐
野

捷
造
、

田
中

佐
知
子
、
中
村

牧
子
、
花
本

栄
二
、
藤
原

紅
史
、

松
下

晴

一

７５
　
井
出

辰

一
郎
、
今
日

肇
、
大
島

崇
志
、
小
林

鐘

一
、

佐
藤

修
二
、
村
松

友
視
、
柳
沢

弥
太
郎
、
山
本

勇
夫

７６
　
大
石

直
行
、
北
村

修
、
国
保

能
彦
、
斉
藤

俊
英
、

山
岸

誠
二

７７
　
飯
田

善
久
、
石
間

啓

一
、
石
山

建

一
、
岩
崎

敏
宏
、

人
岩

蓮
、
大
限

多

一
郎
、
小
宮
山

和
也
、
柴
田

哲
男
、

清
水

雅
尚
、
杉
山

武
、
滝
野

公

一
郎
、
武
田

恒
章
、

坪
井

孝
大
、
仁
科

光
司
、
野
方

重
人
、
藤
田

武
敏
、

三
浦

昭
彦
、
三
浦

位
通
、
村
松

貴
彦
、
森

正
毅
、

柳
川

信
子
、
山
内

幸
太
郎

７８
　
天
草

静
子
、
石
川

暢
子
、
石
田

久
徳
、
石
山

喬
、

今
村

史
子
、
奥
山

和
子
、
垣
生

尚
敬
、
縣

保
祐
、

鎌
田

勇
、
川
崎

敏
弘
、
河
辺

正
宏
、
小
林

勝
弘
、

白
木

桃
子
、
田
中

奉
、
次
円

肇
、
友
安

昭
、

水
野

泰
安

７９
　
上
国

尚
亮
、
可
知

正
高
、
出
島

忠
彦
、
野
崎

嘉
吉
、

野
村

公
美
、
山
本

勝

８０
　
入
谷

健
彦
、
上
出

和
子
、
大
石

孝
裕
、
角
谷

勝
彦
、

鎌
田

曙
美
、
小
林

哲
郎
、
柴
田

裕
、
柴
山

勲
、

鈴
木

勝
、
竹
内

勤
、
玉
井

直
子
、
間
瀬

仁
、

深
沢

直
之
、
増
田

安
久
、
望
月

康
弘
、
吉
田

和
悦

８１
　
梅
沢

浩
二
、
英

嘉
明
、
大
沼

信
之
、
鈴
木

真
男
、
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鈴 与 株 式
Ｌ
・Ｌ

」
ｒ
一

△

=
取締役社長 鈴 木 与 平 (76期 )

〒424-8703静 岡市清水区入船町11-1
TEL 054(354)3015(秘 書室)

京浜支店 〒140-0013東京都品川区南大井 6-25-3
ビリーヴ大森 5F

TEL 03(6404)2100

日本レーベル印刷株式会社
代表取締役会長 岩 丼 平 ― 郎 (57期 )

本  社 〒422-8004静 岡市駿河区国吉田3丁 目1番1号

TEL 054(262)1111(代 )

東京支社 〒104-0031中央区京橋1-1-6越 前屋 ビル8F
TEL 03(3272)4651(代 )

株式会社冨士 越化 成

代表取締役会長 野 澤 正 憲 (64期 )

〒140-0004東京都品川区南品川2-17-11
TEL 03(5783)3841
FAX 03(5783)3755

東京無線タクシーグループ

公和自動車交通株式会社
〒162-0813東 京都新宿区東五軒町3-3803-3269-3281

都心のオアンス・ ゴルフ練習場

(株)公和ゴルフセンター
大江戸線 。若松河田駅隣り 603-3202-6558

代表取締役 山 中 1専 司 (73期 )

お茶の心を伝える

愛 国 製 茶

代表取締役 馬場 泰男 (64期 )

本  社

東京都新宿区西早稲田3-7-9 TEL 03-3207-1611(代表)

高田馬場店

東京都新宿区高田馬場4-12-7 TEL 03-3363-6611(代 表)

自動車・火災・傷害保険

(株)大 高 保 険 事 務 所
代表取締役 清 水 雅 尚 (77期 )

〒150-0011東京都渋谷区東3-15-8
TEL 03(3406)9350
携帯 090-7800-3767

同窓会で人の輪を |!

野 方 重 人 法 律 事 務 所
弁護士 野 方 重 人 (77期 )

〒101-0045 千代田区神田鍛冶町3-7-3
藪下 ビル6F

(TEL)03(3251)2348
(FAX)03(3257)0820

タ カ ラ 歯 科 診 療 所

代 表 藁 科 名 雄 (87期 )

東横線 中日黒下車 徒歩 5分
TEL 0120-376-480
FAX1 03--3710--8847

〒153-0051 日黒区上 日黒 2-18-13

相続税・法人税・所得税などのご相談はどうぞ |

鳥 巣 修 税 理 士 事 務 所
税理士 鳥 巣  修 (89期 )

OSAⅣ[U TOSU

〒167-0041 東京都杉並区善福寺1-30-17
TEL 03(3396)3858 FAX 03(3396)3848

E―■lail i tosu@Π lti.big10be.ne.ip

調剤薬局……関東 0東海・関西中心に115店舗

株式会社 アイセイ薬局
健康と幸せを願って

代表取締役 岡 村 幸 彦 (93期 ,応援指導部)

〒103-0014東京都中央区 日本橋蛎殻町2-14-5
TEL 03(5651)7200

http://WWW.aiSeiCO.ip


